
平成２６年度  （ 今泉 ）小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
◇基本目標  豊かな人間性をもち，主体的に判断・行動し，自らの向上と社会の発展を目指してたくましく

生きる児童を育成する。 

◇具体目標 1 明るく思いやりのある子（思いやり） 

2 自ら考え進んで学ぶ子 （創造力）       

3 元気でやりぬく子   （体力・気力）  

合言葉「今泉の子 やさしく かしこく たくましく」 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「明るく 楽しく 喜びいっぱい 心のふるさと今泉小」（キャッチフレーズ）の創造 
家庭，地域の信頼と協力の基，誰もが夢や希望を抱き，喜びややりがいをもって生き生きと生活し個々の力を

伸長できる，児童，家庭，地域とともに歩む学校 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※地域学校園内で共通する方針は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
(１) 自ら進んで考え，楽しく学び合う人づくり 

・学習のねらいをより具体化・明確化する工夫と，地域教育力の積極的な活用 

(２)当たり前のことが自然にできる人づくり 

・縦割り班活動（にこにこ活動）の充実と，地域ぐるみのあいさつ運動 

(３) 自ら健康や体力づくりに励み，たくましく生きる人づくり 

 ・体育授業や体育的行事等の充実と，家庭との連携を図った食育の推進 

(４) 愛情や誇りを感じ，夢や希望のもてる学校づくり 

 ・児童が今泉小のよさを実感し，愛情や誇りのもてる学校経営 

(５) ９年間の学びをつなぎ，地域とともに歩む学校づくり 

 ・地域内小中学校，保護者，地域，団体，企業などとの連携・協力体制の構築 

 
 
４ 今年度の重点目標（短期的視点）※地域学校園内で共通する目標は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
【 学 校 運 営 】 

教職員が互いに高め合う職場環境（自律性・同僚性のある環境）づくりをするとともに，「地域はみんな

の学校」を目指し，保護者や地域，団体，企業などとの連携・協力体制を構築し，地域の教育力を生かした

教育活動の工夫・充実を図り，子どもたちが明るく生き生きと生活し，さまざまなふれあいの中で楽しさと

喜びをもって個々の力を伸長できる学校づくりをする。 
【 学 習 指 導 】 

ねらいを明確にした分かりやすく楽しい授業づくりを工夫し，自ら考え進んで学び合いを深めることがで 

きるよう，表現力を高めることを意識した学習指導の充実に努める。 

◆研究課題（テーマ）「自ら考え進んで学び合う児童の育成」～表現する力を育てる指導法の工夫～ 

【道徳教育（児童生徒指導）】  

家庭（保護者）・地域・学校園と連携して取り組む安全・安心の学校づくり～夢と希望の実現に向けて 
【健康（保険安全・食育）・体力】  

一人一人の児童が主体的に，楽しく生き生きと活動できる充実した体育授業の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５ 自己評価（評価項目の Aは市共通，Bは学校独自を示す。） 

※地域学校園内で共通する取組は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価（◎良好 ○ほぼ良好 ▲課題） 
各対象の肯定的回答（％）から 

学

校

運

営

の

状

況 

A１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は今の学校

が好きです」 

⇒児童の肯定的回答 90%以上 

① 縦割り班活動を充実させ，集会

活動，「仲良しタイム共遊」など，

いきいきと活動できるように努

める。 
② 異学年交流（協力学年）による

農園活動等，協力したり助け合

ったりする楽しさを味わえる活

動の充実に努める。 
③ 発達の段階に応じた係活動や委

員会活動，行事を通して学校へ

の帰属意識を高めるようにす

る。 

B 

【達成状況】A1（◎） 

教職員 100.0% 

保護者  96.3% 

地域住民 100.0% 

児童    92.6% 

・児童の肯定的回答率が数値指標を達成し，

保護者の肯定的回答率も昨年度より上昇し

た。  

【次年度の方針】 

・本校の特色である縦割り班活動や協力学年

による活動，さまざまな体験活動をとおして，

いきいきと活動する児童を育成する。 

【達成状況】A2（◎） 

教職員  100.0%   

保護者   95.8% 

地域住民 100.0%   

児童     97.2% 

・児童の肯定的回答が数値指標を達成した。  

【次年度の方針】 

・日常的な研修と風通しの良い職場環境づく

りをさらに推し進め，チーム今泉で子どもた

ちを見守っていく。 

 

【達成状況】A３（○） 

教職員   94.6%   

保護者   93.8% 

地域住民  95.8%   

児童     88.5% 

・児童の肯定的回答は数値指標をやや下回っ

たが，昨年度より上昇した。 

・児童が自分を厳しく見つめているともとら

えられる。 

【次年度の方針】 

・家庭や地域社会との連携をさらに充実させ

るとともに，「今泉小のあたりまえ」（あいさ

つ・廊下の歩行・準備・身だしなみ・言葉づ

かい）の中の重点項目を毎週掲示し，規範意

識を高める努力を続ける。 

 

 

A２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生は熱心に

指導してくれる」 

⇒児童の肯定的回答 90%以上 

① 教育公務員として自覚を深める

とともに人権意識を高め，すべ

ての児童に公平に接する。 
② 児童個々のよさを見取り，褒め

て伸ばすため，学習情報システ

ム等を利用し，全児童を全職員

で認め励ます情報交換をするな

ど，温かい指導に努める。 

③ 日常の研修と風通しのよい職場

環境をさらに充実させ，組織で

子どもたちを見守っていく。 

B 

A３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校の決まり

を守って生活している」 

⇒児童の肯定的回答 90%以上 

① 家庭や地域社会との連携を充実

させ，「今泉小のあたりまえ」（挨

拶・廊下の歩行・次の準備・身

だしなみ・言葉遣い）を指針に

さらなる学級指導や全体への児

童指導を通して規範意識を高め

ていく。 

② 毎月の安全点検や安全指導の徹

底を図り，児童が安全で快適に

生活できるように努める。 
 
 
 
 
 
 
 

B 



A４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「勉強を分か

りやすく丁寧に教えてくれる」 

⇒児童の肯定的回答 95%以上 

① 校内研修等で，授業を互いに公

開し，互いに高め合いながら授

業力の向上に努める。 

② ねらいを明確にした分かりやす

いきめ細かな授業を工夫し，基

礎・基本の定着を図る。 
③ 授業の展開や学習形態を工夫し

学び合う学習を推進する。 
④ TT による指導や少人数による

習熟度別学習を充実させ，個に

応じたきめ細かな指導に努め

る。 
⑤ 今泉人材バンクや地域の施設を

活用した体験的な学習を推進す

る。  

A 

【達成状況】A４（◎） 

教職員  100.0%   

保護者   87.4% 

地域住民 100.0%   

児童     95.2% 

・児童の肯定的回答が数値指標を達成した。 

【次年度の方針】 

・教職員は校内研修や学校園研修等で授業を

互いにオープンし，意見を交換する機会を増

やし，互いに刺激し合いながら授業力の向上

に努める。また，学校だよりなどで授業や研

修の様子を家庭や地域に向けて発信するよう

努める。 

 
 
【達成状況】A５（○） 

教職員  100.0%   

保護者   75.3% 

地域住民  95.2%   

児童     97.0% 

・児童の肯定的回答が数値指標を達成した。 

【次年度の方針】 

・「今泉小いじめ防止基本方針」をもとに，家

庭・地域と連携を図りながらいじめ等の早期

発見･早期対応に努める。また，保護者への資

料として「いじめ行動宣言」等を配布し，具

体的な指導内容を知らせるよう努める。 
【達成状況】A６（◎） 

教職員  100.0%   

保護者   97.7% 

地域住民 100.0%   

児童     93.6% 

・保護者，教職員の肯定的回答が数値指標を

達成した。 

【次年度の方針】 

・学校マネジメント評価や教育課程評価の工

夫により，できることから積極的に改善する

ことを日常化する。 

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方は，い

じめが許されないことを熱心

に指導してくれる」 

⇒児童の肯定的回答８０%以上 

 

 

 

 

① 「今泉小学校いじめ防止基本方

針」のもと，いじめの早期発見･

早期対応や全校体制での支援に

努める。 
② 各教科・道徳・学級活動・日常

生活の指導を通し，いじめを許

さない児童の育成に努める。 
B 

A６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】 

全体アンケート「日課，授業，

行事などは，適切に実施され

ている」 

⇒保護者・教職員の肯定的回答 

９０%以上 

① 学校マネジメント評価や学校評

価（校内）の結果を検証し，工

夫・改善をしながら適正な実施

を推進する。 
② 学習指導要領等に基づく授業時

数の確保に努めるとともに，年

間を通して行事を適切に実施す

る。 
 

B 

A７ 学校の公開や情報の積極

的な発信・提供が行われ，

開かれた学校づくりが進

められている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校便りや

学校公開などで，積極的に情報

を発信・提供している」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回

答  ９５%以上 

① 授業参観や学校公開日を設定

し，開かれた学校づくりに努め

る。   
② 学校便り，学年便り，その他各

種便りやホームページなどで，

継続して情報公開に努め，地域，

保護者と課題を共有し課題解決

を図っていく。 

 
 

B 

【達成状況】A７（◎） 

教職員  100.0%   

保護者   95.9% 

地域住民 100.0%   

・保護者の肯定的回答が数値指標を達成した。

地域住民の肯定的回答も数値指標を達成し

た。 

【次年度の方針】 

・学校便り，学年便り，その他各種便りによ

る情報提供に加え，ホームページやメール配

信を活用し，全職員で情報発信ができるよう

取り組んでいく。 

 

 

 



A８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

地域の学校づくりが推進

されている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，家

庭・地域・企業等と連携・協力

して，教育活動や学校運営の充

実を図っている」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回

答 ９５%以上 

① 今泉小地域協議会を有効活用

し，学校運営の充実を図る。        

② コーディネーター等と連携し，

地域人材や地域資料を有効活用

した教育活動を推進する。 
② 地域や学校園との連携・協力を

より一層推進する。 
B 

【達成状況】A８（○） 

教職員  100.0%   

保護者   93.3% 

地域住民 100.0%   

児童     89.3% 

・地域住民の肯定的回答は，数値指標を達成

した。保護者は数値目標をわずかに下回った 

【次年度の方針】 

・家庭との連絡を密にしながら児童を育て，

学校園や地域協議会，企業との連携をさらに

推進していく。 

【達成状況】A９（○） 

教職員   75.7%   

保護者   92.8% 

地域住民  95.2%   

児童     86.7% 

・保護者の肯定的回答が数値指標を大きく達

成した。 

【次年度の方針】 

・落ち葉清掃，花壇美化活動など，勤労活動

を行い，児童と教師がともに環境美化に取り

組んでいく。 

・児童の作品を計画的に掲示するなど，壁面

や廊下等の掲示環境を整える。 

・資料室等の整理を行い，教材教具をさらに

活用しやすい環境に整える。 
【達成状況】B１（◎） 

教職員   97.3%   

保護者   90.7% 

地域住民 100.0%   

児童     91.9% 

・保護者，地域住民の肯定的回答は，数値指

標を達成した。  

【次年度の方針】 

・地域と共に取り組む防災訓練の充実により，

児童の防災意識を高めるとともに，地域の防

災に取り組むことのできる子どもを育てる。 

・下校の方法や見守りの方法を模索し地域で

子どもを見守る体制づくりを推進する。 

A９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，荷物

や備品が整理整頓されるなど，

学習しやすい環境である」 

⇒保護者の肯定的回答 

８５%以上 

① 落ち葉清掃，花壇美化活動など，

勤労活動を増やし，児童と教師

がともに環境美化に取り組んで

行く。 

② 壁面や廊下等を活用し児童の作

品や参考資料を掲示するなど，

学習や活動の意欲を高める環境

づくりを推進する。 

 

 

 

 

 

 

A 

B１ 危機管理対策等を充実さ

せる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，安全

な登下校，不審者対策等の安全

管理に努めている」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回

答８５%以上  

① 地域とともに取り組む防災訓練

等を充実させる。 
② 保護者や地域との連携を図り，

下校時の見守りなどの体制を工

夫・強化する。 

B 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

A10 児童は，進んであい

さつをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「時と場に

応じたあいさつをしてい

る」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８５%以上 

 

 

① 率先垂範と児童・保護者への啓

発に努める。 

② 児童会主体で，あいさつ運動を

計画的・継続的に推進する。 
③ 小中一貫学校園と連携したあい

さつ運動の推進を図る。 

A 

【達成状況】A10（▲） 

教職員   70.3%   

保護者   70.9% 

地域住民  80.8%   

児童     91.8% 

・教職員・保護者，地域住民の肯定的回答は

数値指標を下回ったが，児童の肯定的回答は

数値指標を達成した。  

【次年度の方針】 

・今年度の方針を継続するとともに，あいさ

つカードやあいさつチェックシートを活用

し，児童の自発的なあいさつを促す。また，

率先垂範と児童・保護者への啓発に努める。 

 

 



A11 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「適切な言

葉づかいをしている」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８５%以上 

 

 

 

 

① 発達の段階に応じ，計画的・継

続的に正しい言葉づかいの指導

を行う。 

② 家庭との連携を図り児童・保護

者への啓発に努める。 

 

 
A 

【達成状況】A11（▲） 

教職員   83.8%   

保護者   71.8% 

地域住民  80.0%   

児童     86.2% 

・教職員，地域住民，保護者の肯定的回答が

数値指標を下回った。 児童は数値指標を達成

した。 

【次年度の方針】 

・正しい言葉づかいについて，学習指導や学

級活動で折に触れ指導する。また，学年便り

に正しい言葉づかいについてのお願い等を掲

載し，家庭との連携を図りながら適切な言葉

づかいができる児童の育成に努める。 

【達成状況】B２（◎） 

教職員  100.0%   

保護者   97.9% 

地域住民  100.0%   

児童     95.7% 

・児童の肯定的回答が数値指標を達成した。 
【次年度の方針】 

・今年度の方針を継続し，さらに活動が充実

するように努める。 

 
 

B2 学年・学級経営を充実

させ，望ましい人間関

係づくりに努める。 

【数値指標】 

全体アンケート「友達と仲

良く生活している」 

⇒児童の肯定的回答 

９０%以上 

① クラス単位又は縦割り班で遊ぶ

時間を計画的に取り入れ，活動

の充実を図る。              

③  ふれあい週間等を活用し，児

童一人一人と触れ合う時間を確

保したり，アンケートやＱ－Ｕ

検査等を活用したりして，問題

行動の早期発見･解決を図り，望

ましい人間関係づくりに努め

る。 

③ 定期的に児童指導に関する研修

を実施し，共通理解を図る。 

B 

健

康

・

体

力 

A12  児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「休み時 

間などに進んで運動して

いる」 

⇒児童の肯定的回答 

８５%以上 

① クラス全員で共遊の時間をとっ

たり，「元気っ子ファイル」を活

用したりするなどして，意欲

的・継続的に運動ができるよう

に努める。 

② 体育の授業を中心に「今泉小版

ミニマム」を策定し各種運動の

基本が分かり挑戦できる環境を

つくる。 

 

 

 

B 

【達成状況】A12（◎） 

教職員   94.6%   

保護者   85.1% 

地域住民  100.0%   

児童     87.7% 

・児童の肯定的回答が数値指標を達成した。 
 

【次年度の方針】 

・「今泉小教員版ミニマム・その２」について，

DVD にして各クラスの先生方に配布し，運動内

容の共通理解を図る。 

 

【達成状況】A13（▲） 

教職員   82.9%   

保護者   73.0% 

地域住民 100.0%   

児童     77.0% 

・保護者，児童の肯定的回答が数値指標を下

回った。 

【次年度の方針】 

・保護者のアンケートでは「栄養のバランス

を考えて食事をしているか」への回答が知り

たいので「好き嫌いなく給食を食べている」

を「給食では苦手な物でも食べるよう努力し

ている」と理解してもらい，児童の実態が正

確に表れるようにする。 

A13 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「好き嫌い

なく給食を食べている」 

⇒保護者・児童の肯定的回

答 ８０%以上 

① 栄養士による授業や家庭との連

携を図り，好き嫌いをなくすな

ど健康的な生活習慣を確立す

る。 

② 給食だより・保健だより等の発

行を通して食の大切さや健康の

大切さを啓発する。 

③ お弁当の日（２回中１回は地域

学校園として共通の日）等を活

用し食への関心を高める。 

A
   



学 

 

習 

A14 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「いっしょ

うけんめい勉強している」 

⇒児童の肯定的回答 

９０%以上 

① 自分の考えを発表できるような

場を，さらに設定するとともに，

自己表現とコミュニケーション

能力の向上を目指した授業の工

夫をする。 

② 地域学校園で作成した「家庭学

習の手引き」を活用して，児童・

保護者に家庭学習について啓発

する。 

 

 

 

 

 

 

A 

【達成状況】A14（○） 

教職員   94.4%   

保護者   88.7% 

地域住民  94.4%   

児童     89.0% 

・児童の肯定的回答は数値指標をやや下回っ

た。 
【次年度の方針】 

・自分の考えを発表できるような場をさらに

設定するとともに，「学習の約束」を活用し，

表現力・コミュニケーション力の向上を図る。 

・家庭学習の手引きを各家庭に配布するとと

もに，児童用に印刷し，手元に置いて活用を

図る。 

【達成状況】A15（◎） 

教職員   94.6%   

保護者   89.3% 

地域住民  89.5%   

児童     90.0% 

・児童の肯定的回答の割合は数値指標を達成

した。 

 

【次年度の方針】 

・基本的な聞く・話す態度，返事や発表の仕

方について，指導を継続するとともに，聞い

た話をよく理解し，互いに認め合える態度や

自己肯定感を育てられるよう工夫していく。 

 
【達成状況】B３（◎） 

児童     90.3% 

・児童の肯定的回答は数値指標を達成した。 
 

【次年度の方針】 

・学習形態を工夫し，学び合う「場」や「時

間」を学習の中で確保するとともに，「読む・

聞く・話す・書く・考えを人に伝える」に加

えて「友達の考えを受け入れる」等の活動を

さらに充実させる。 

A15 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「授業中に

先生や友達の話をよく聞

いている」 

⇒児童の肯定的回答 

８５%以上 

① 授業において，基本的な聞く・

話す態度，返事や発表の仕方の

定着を図る。 
② 互いに認め合う態度や自己肯定

感を育てられるよう工夫してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

A 

B3 学びあう学習の推進 

【数値指標】 

全体アンケート「勉強は，

友達と学びあいながらし

て，分かりやすく楽しい」 

⇒児童の肯定的回答 

８５％以上  

① 学びあう「場」や「時間」を学

習の中に設定し実践に努める。 

②「読む・聞く・話す・書く・考え

を人に伝える」に加えて「友達

の考えを受け入れる」等の活動

をさらに充実させる。 

 

B 

本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

B4 自分の学校のよさを実感

し，自校への愛情や誇りがも

てる 。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校のよいと

ころ，自慢できることを知って

いる」 

⇒児童の肯定的回答８０%以上 

① 学校・学年行事等で児童の活躍

できる場を充実させ，充足感の

ある学校経営に努める。  

② 学校のよいところ，自慢できる

ところを具体的に実感できるよ

うな活動を展開する。 

③ 公共物を大切にする指導をす

る。 

B 

【達成状況】B４（○） 

教職員   94.6%   

保護者   89.3% 

児童     80.6% 

・児童の肯定的回答は数値指標を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・道徳の授業で，児童の実態を活かした愛校

心の授業を行うとともに，児童会活動などで

学校のよいところ，自慢できるところを具体

的に実感できるような活動を展開する。 
 
 
) 
 
 
 



〔総合的な評価〕 
※地域学校園内で共通する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
多くのの項目において，設定した数値指標が達成されており，また，昨年度の肯定的回答率を上回ってい

るので，児童の日常の様子や全体アンケート結果等から，本校教育は今年度も適切に進められていると考え

られる。 

・児童は明るく素直で落ち着いた学校生活を送っている。 

・教師はわかる授業やきめ細かい指導を行い，熱心に教育活動に当たっている。 

・保護者や地域の方は今泉小学校を地域の学校として，様々な場面で連携・協力してくれている。 

○アンケートで肯定的回答の割合がやや低かった項目は，今年も挨拶・言葉遣い・給食の好き嫌いに関して 

であった。学校・地域・家庭での，教職員・地域住民・保護者の子ども対する関わり方が大切なので，今後 

も学校からのお便り等で情報を発信し，連携を深めながら重点的に取り組んでいく。 
６ 学校関係者評価 
１ アンケート結果で課題（達成状況が不十分）と思われた項目について 

（１）総合的に 

・挨拶，言葉遣い，食事については，家庭と学校(挨拶は地域も)の連携が大切である。 

  ・基本的生活習慣にかかわる躾や健康管理については，家庭での役割が大きい。 

（２）あいさつについて 

  ・児童は不審者対応の指導により知らない人には挨拶をしないので，地域で見守り活動をする人は防犯ジ

ャケット等を着用するとよい。 

  ・挨拶ができる子にするためには大人の方から進んで挨拶をするなどの継続的な声掛けが必要である 

  ・児童は校内ではよく挨拶ができる。校外でも朝の挨拶がよくできるように，早寝早起きの習慣を身につ

けさせ，さわやかな朝のスタートがきれるようにするとよい。 

（３）正しい言葉遣いについて 

・今泉の子は校内では場に応じた言葉遣いができている。 

・保護者の方の評価が低かったのは，家庭での言葉遣いに気がかりな部分があるためかと思われる。ＴＶ

やゲームの影響とも考えられるので，各家庭で折に触れ声かけをしていくとよい。 

（４）栄養のバランスを考えた食事について 

・野菜など給食では食べてくるが，家では残すことがある。 

・学校では日頃「苦手なものも一口は食べてみよう。」と指導している。 

・給食がんばりカードの活用なども良い。 

・各家庭で食育の悩みはあるので，親学出前講座などで食育に関する講演を聞く機会があるとよい。 

 

７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  
※地域学校園内で共通する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
アンケートでは，今年度も肯定的な回答の割合が高く，保護者や地域の方から一定の評価が得られたものと

考えている。平成２７年度もさらなる教育活動の充実を目指し，特に下記のことを重点に取り組んでいく。 

・「明るく 楽しく 喜びいっぱい 心のふるさと今泉小」を目指し，学校と家庭・地域との連携・協力を深

めながら，ふれあい・体験活動をさらに充実させ，知・徳・体のバランスのとれた児童育成に努める。 

・学校に愛情や誇りを感じ，夢や希望のもてる学校づくりに努める。 

○校内だけでなく地域学校園での相互研修等を充実させ，さらに教職員の指導力・授業力の向上を図る。 

○挨拶や言葉遣い・食育については，引き続き地域学校園や地域協議会活動の中核とし取り組んで行く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


